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―川崎市市民ミュージアム 映像ホール 2019年 4月の上映― 

ゴールデンウィーク期間に親子で映画館デビュー！ 

 
川崎市市民ミュージアムでは、2019年４月 28日（日）、４月 29日（月・祝）の 2日間限定で、お子さまと一

緒に楽しめるさまざまな動物が登場する作品の上映会「こどもシネマ どうぶつプログラム」を開催します。 
４月 28 日（日）は、カナダのアニメーション作家の名匠たちが手掛けた動物が登場するたのしい短編アニメー

ションプログラム、4月 29日（月・祝）はイギリスのアードマン・アニメーションズによる人気クレイアニメーシ
ョン作品『映画 ひつじのショーン バック・トゥ・ザ・ホーム』を上映します。 
各日 10:30 の回は〈はじめまして！映画館〉。小さなお子様も安心してご鑑賞いただけるよう、劇場内は薄明か

り、音は少し小さめの上映です。ゴールデンウィーク期間に、親子で映画館デビューの思い出作りができます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
＊…〈はじめまして！映画館〉 

 

こどもシネマ どうぶつプログラム 

 

★『カナダ・アニメーション短篇集』 全 5作品・計 51分 
▶「僕は家政犬」Every Dog's Guide to Complete Home Safety 1986年／カラー／11分／監督：レス・ドリュー 
▶「めんどり踊り」Hen Hop 1942年／カラー／4分／監督：ノーマン・マクラレン 
▶「二羽の小鳥」Fine Feathers 1968年／カラー／6分／監督：イブリン・ランバート 
▶「海底の宝物」The Treasure of the Grotoceans 1980年／カラー／16分／監督：コ・ホードマン 
▶「シュッシュ」 1972年／カラー／14分／監督：コ・ホードマン 

4月 28日（日）各日 10：30*、13:00 
 

★『映画 ひつじのショーン バック・トゥ・ザ・ホーム』 
2015年／カラー／85分／監督：マーク・バートン、リチャード・スターザック 
 
イギリスのアードマン・アニメーションズによる人気クレイアニメーション作品
「ウォレスとグルミット」から生まれた「ひつじのショーン」初の長編劇場版。
牧場でのんびり暮らすショーンと仲間たちの都会の街での大冒険を描く。 

 
4月 29日（月・祝）各日 10：30*、13:00 
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【プレスリリースお問い合わせ】川崎市市民ミュージアム  営業・広報担当 滝口 
TEL： 044-754-4500（休館日を除く 9:30～17:00）  FAX： 044-754-4533 

 MAIL： pr_kcm@kawasaki-museum.com 
HP： http://www.kawasaki-museum.jp/  ＊指定管理者：アクティオ・東急コミュニティー共同事業体 

《開催概要》 

こどもシネマ どうぶつプログラム 
 

日程：2019年 4月 28日（日）、4月 29日（月・祝）各日 10:30／13:00（入替制／15分前開場） 
料金：1プログラムにつき 一般 500円、65歳以上・大高生 400円、中学生以下 300円 

※未就学児、障害者手帳等をお持ちの方及びその介護者無料。 
会場：川崎市市民ミュージアム 1F映像ホール（全自由席／定員 270名） 
申込：当日 1F総合案内で 9：30～上映終了までチケットを販売 

※前売り券はありません。満席になり次第販売を終了します。 
※65歳以上・大学生・高校生・中学生、障害者手帳等をお持ちの方は、いずれも証明できるもの（原本）を 
お持ちください。 

●上映スケジュール詳細は別添のチラシまたは当館 HP（https://www.kawasaki-museum.jp/cinema/17084/）をご確認ください。 
●チラシに使用している画像はすべてご提供可能です。下記お問い合わせ先までご連絡ください。 

 

【同時期開催 コレクション展】 

Zoo
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 色とカタチのどうぶつ展 
 
開催中～6月 30日（日）／企画展示室 2／一般 200円ほか 
※同時期開催「岩合光昭写真展 ねこづくし」をご観覧の方は無料。 
 
親子で一緒に鑑賞できる！  
当館所蔵コレクションから「どうぶつ」をテーマに約 80点を展示！ 
本展では、当館所蔵の美術作品の中から、どうぶつが描かれた近現代のポ
スター、マンガ、版画作品約 80点を「リアル」、「デザイン」、「コミカ
ル」の３つの視点から紹介します。 

 
＜川崎市市民ミュージアム 映像ホール＞ 

 
＜川崎市市民ミュージアム 施設概要＞ 

開館当初からコレクションしている戦後独立プロダクションの作品や海外作品など
の収蔵品を活用し、上映会を定期的に開催。日本の美術館・博物館では数少ない映
画部門がある施設として、映画を収集・保存・上映しています。近年では貴重なフ
ィルム上映に加え、2016年には 4K対応のデジタルシネマプロジェクターも導入。
映画ファンから地元の方まで、心に残る劇場体験をお届けします。 

多彩な表情を持つ都市、川崎。川崎市市民ミュージアムは、「都市と人間」という基
本テーマを掲げて 1988年 11月に開館した博物館と美術館の複合文化施設です。 
■住所／〒211-0052 神奈川県川崎市中原区等々力 1-2（等々力緑地内） 
■開館時間／ 9:30～17:00（入場は閉館の 30分前まで） 
■休館日／月曜日(休日の場合は開館)、祝日の翌日(土日の場合は開館)、年末年始 
■料金／入館・博物館展示室は無料。企画展、アートギャラリー展は展覧会によって異なる。 
＊障害者手帳等をお持ちの方およびその介護者は企画展観覧無料。 

＊20名以上の団体でご利用いただく場合、割引有。 

■アクセス／JR・東急「武蔵小杉」駅北口 1番乗り場からバスで約 10分 
「市民ミュージアム前」下車すぐ 


